
阪神・淡路大震災ボランティア・被災者公的支援関係資料概要

2:文書群名 阪神・淡路大震災ボランティア・被災者公的支援関係資料

3:出所 酒井一事務所

5:地名 尼崎市

6:行政区分 尼崎市

4:家業・役職等 元尼崎市議会議員

7:歴史 阪神・淡路大震災から2年を経た平成9年(1997)、仮設入居者の生活再
建が進んでいないとして、2月5日尼崎の仮設住宅入居者の住民代表が上
京し、被災者への個人補償、生活再建資金助成制度の法案化を国に要請
した。これにあわせて、市内の仮設住宅住民や市民グループ、超党派の
市議会議員が支援し、約１万２千名の要望署名を集めて国に提出した。

8:伝来 平成9年4月、酒井一氏事務所保管の阪神・淡路大震災関連資料より、
一部を複写した。

10:点数 53点(目録件数24件)

11:年代 平成7～10(1995～1998)

12:構造と内容 本文書群は、(1)尼崎市仮設住宅住民や議員等による国への公的支援
要請、署名活動等に関する資料(平成8年11月～9年2月)が主なものであ
る。ほかに、(2)尼崎を拠点とする復興支援ボランティアグループ”マ
イムマイム”の活動報告である「マイムマイムだより」バックナン
バー、(3)震災時被災家屋が集中した東園田町八丁目地区のまちづくり
協議会資料（尼崎市地区整備復興事業関連、平成7年)も少数ながら含ま
れている。

※この文書群の一部の史料の閲覧については、プライバシー情報の有無
について審査確認をしますので、事前申請が必要です。

13:関連史料 -

1:文書群番号 097202

14:閲覧条件 コピー

9:史料入手先 酒井一事務所

15:作成者 三浦寿代

尼崎市立歴史博物館 “あまがさきアーカイブズ”


